


昨
年
も
遠
賀
町
内
で
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

れ
ん
げ
を
植
え
た
田
ん
ぼ
に
、
園
児

た
ち
が
大
喜
び
！

お
ん
が
春
ま
つ
り

﹁
れ
ん
げ
・
菜
の
花
米
﹂
の
試
食
会

が
行
わ
れ
、
地
元
の
味
に
大
満
足
！

お
ん
が
レ
ガ
ッ
タ

総
勢
24
チ
ー
ム
が
息
の
合
っ
た
力
強

い
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

遠
賀
郡
消
防
操
法
大
会

遠
賀
町
が
見
事
優
勝
し
、
福
岡
県
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
１
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し

て
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
遠
賀
町
行
政
施
策
の
推
進

に
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
未
曾
有
の
原
油
高
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
景
気
後
退
、
度
重
な
る
食
品
の
産
地
偽
装
や
農
薬
混

入
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
私
た
ち
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
多
く
の
感
動
と
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、
ま
た
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
日
本
人
か
ら
４
人
も
誕
生
し
、
人
々
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福
岡
県
か
ら
第
32
代
廣
田
弘
毅
総
理
大
臣
に
続
き
、
二
人
目

の
麻
生
太
郎
総
理
大
臣
が
誕
生
し
、
福
岡
県
が
注
目
さ
れ
た
１
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
遠
賀
町
で
は
現
在
、
第
４
次
遠
賀
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
推
進
し
、
Ｊ
Ｒ
遠

賀
川
駅
南
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
自
主
財
源
が
確
保
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
給
食
で
使
う
お
米
す
べ
て
に
遠
賀
町
特
産
米
の
﹁
れ

ん
げ
・
菜
の
花
米
﹂
を
使
用
す
る
な
ど
、
食
の
安
全
を
図
る
地
産
地
消
の
ま
ち
と
し
て
、



遠
賀
町
夏
ま
つ
り
盆
踊
り
大
会

１，
０
０
０
人
以
上
の
踊
り
子
さ
ん
が

踊
る﹁
総
踊
り
﹂の
様
子
は
圧
巻
で
す
！

観
月
コ
ン
サ
ー
ト
﹁
雅
﹂

幻
想
的
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
に
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
レ
ク
お
ん
が
２
０
０
８

様
々
な
競
技
種
目
に
、
み
ん
な
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

遠
賀
町
健
康
福
祉
ま
つ
り

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
、
み
ん
な
の
笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

遠
賀
町
の
将
来
像
で
あ
る
﹁
〜
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
め
ざ
し
て
〜
﹂
を
念
頭
に
置
い
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
図
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
や
農
業
の
振
興
策

を
検
討
す
る
集
落
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
、
企
業
立
地
な
ど
を
促
進
す
る
産
業
立
地
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
遠
賀
川
駅
南
地
区
な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
、
住
民
の

皆
様
を
災
害
か
ら
守
る
防
災
行
政
無
線
の
整
備
や
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る
小
中
学
校

の
耐
震
診
断
調
査
、
農
・
工
・
商
の
各
分
野
で
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
な
ど
、﹁
自

立
で
き
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、﹁
地
域
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
﹂﹁
遠
賀
町
子
ど
も
見
守
り
隊
﹂﹁
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
﹂
な
ど
、
住
民

の
皆
様
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



※役場と遠賀町の施設へのお問い合わせ電話番号は「くらしの情報」に掲載しています。

※
２
月
16
日
︵
月
︶
か
ら
始
ま
る
確

　
定
申
告
の
日
程
な
ど
は
、
﹁
広
報

　
お
ん
が
１
月
25
日
号
﹂
で
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。



※役場と遠賀町の施設へのお問い合わせ電話番号は「くらしの情報」に掲載しています。

住宅ローンなどの
年末残高

増改築など工事費

バリアフリー改修工事費

１，０００万円以下

２００万円以下

1.0％

2.0％

控除率



※役場と遠賀町の施設へのお問い合わせ電話番号は「くらしの情報」に掲載しています。

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
寄
附
金
に
つ
い
て
　

　
　
広
報
調
整
係

　
▽
寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

　
　
課
税
係
　



　
国
の
保
険
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、

現
在
、
長
寿
医
療
保
険
料
や
国

民
健
康
保
険
税
が
年
金
天
引
き

に
な
っ
て
い
る
人
と
４
月
か
ら

新
た
に
年
金
天
引
き
に
な
る
予

定
の
人
は
、﹁
口
座
振
替
﹂
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
﹁
口
座
振
替
﹂
に
変
更
す
る

　
場
合
は
、
申
請
手
続
き
が
必

　
要
に
な
り
ま
す
。

●
対
象

　
①
平
成
20
年
度
、
長
寿
医
療

　
　
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険

　
　
税
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ

　
　
れ
て
い
る
人

　
②
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
平
成
20
年
９
月
30
日
の
間

　
　
に
、
新
た
に
長
寿
医
療
保

　
　
険
に
加
入
し
た
人
で
、
年

　
　
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円

　
　
以
上
の
人

※
４
月
か
ら
年
金
天
引
き
に
な

　
る
予
定
の
人
で
す
。

　
③
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
平
成
20
年
９
月
30
日
の
間

　
　
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加

　
　
入
し
て
い
る
65
歳
〜
74
歳

　
　
の
み
の
世
帯
に
な
っ
た
年

　
　
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

　
　
上
の
世
帯
主

※
４
月
か
ら
年
金
天
引
き
に
な

　
る
予
定
の
人
で
す
。

●
申
請
期
限
　
１
月
30
日
︵
金
︶

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
申
請
で
き

　
ま
す
が
、
中
止
の
時
期
が
６

　
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手

　
続
き
も
必
要
で
す

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
▽
長
寿
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　
　
国
保
年
金
係

　
▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
　
課
税
係

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
40

年
と
い
う
長
い
期
間
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
に
備
え
た
相
互

扶
助
の
制
度
で
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
時
期
は
、
保
険
料
免
除
や
学
生
納

付
特
例
、
若
年
者
納
付
猶
予
な
ど
の
制

度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
⋯

　
国
民
年
金
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で

の
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ

れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
一
生
涯

に
わ
た
っ
て
こ
の
基
礎
年
金
番
号
で
、

皆
さ
ん
の
年
金
が
管
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
第
１
号
被
保
険
者

　
学
生
、
自
営
業
者
、
農
業
、
フ
リ
ー

　
タ
ー
な
ど
︵
第
２
号
、
第
３
号
被
保

　
険
者
以
外
の
人
︶

※
加
入
手
続
き
な
ど
は
、
社
会
保
険
事

　
務
所
や
住
民
課
で
行
い
ま
す
。 

●
第
２
号
被
保
険
者 

　
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
︵
厚
生
年
金

　
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
︶ 

※
職
場
が
行
う
厚
生
年
金
保
険
の
加
入

　
手
続
き
な
ど
に
よ
っ
て
、
加
入
す
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

●
第
３
号
被
保
険
者 

　
会
社
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

　
偶
者
︵
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

　
れ
て
い
る
配
偶
者
︶ 

※
加
入
手
続
き
な
ど
は
、
配
偶
者
の
会

　
社
を
通
じ
て
社
会
保
険
事
務
所
で
行

　
い
ま
す
。 

◆
給
付
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
に
は
、
す
べ
て
の
国
民
に

共
通
す
る
給
付
と
し
て
３
種
類
の
年
金

給
付
が
あ
り
ま
す
。 

●
老
齢
基
礎
年
金︵
老
後
の
所
得
保
障
︶ 

　
65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
給
さ

　
れ
ま
す
。 

︻
年
金
額
︼

　
年
間
７
９
２，
１
０
０
円︵
平
成
20
年
度
分
︶

※
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、
保

　
険
料
を
納
め
た
場
合
の
額
で
す
。

●
障
害
基
礎
年
金
︵
病
気
や
け
が
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
の
保
障
︶ 

　
国
民
年
金
に
加
入
中
に
な
っ
た
病
気

　
や
け
が
が
原
因
で
、
障
害
の
状
態
に

　
な
っ
た
と
き
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

●
遺
族
基
礎
年
金
︵
死
亡
し
た
と
き
遺

族
に
対
す
る
保
障
︶

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
、

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ

　
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
人

　
が
生
計
を
維
持
し
て
い
た
﹁
18
歳
未

　
満
の
子
の
あ
る
妻
﹂
ま
た
は
﹁
子
﹂

　
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
一
定
の
要

件
を
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
加
入
や
変
更

の
手
続
き
を
正
し
く
行
い
、
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
八
幡
社
会
保
険
事
務
所

　
　
☎
０
９
３
︵
６
３
１
︶
７
９
６
６

　
▽
国
保
年
金
係

　
長
寿
医
療
︵
後
期
高
齢
者
医
療
︶
保
険
料
や
国
民
健
康
保
険

税
が
﹁
年
金
か
ら
天
引
き
﹂
に
な
っ
て
い
る
人
は
、﹁
口
座
振

替
﹂に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※役場と遠賀町の施設へのお問い合わせ電話番号は「くらしの情報」に掲載しています。



　浅木小学校５年中川文馨さん（虫生津）が、（社）福岡県

青少年育成県民会議が主催する「家庭の日」「オアシス運動」

ポスターの部で最優秀賞を受賞しました。中川さんの絵は、

遠賀町の選考でも「町長賞」を受賞しています。

　中川さんは「みんなに家族を大事にすることを伝えられる

ようにこの絵をかきました。受賞の知らせを聞いたときはびっ

くりしたけど、本当にうれしかったです。家族も一緒になっ

て『よかったね』と喜んでくれました」と受賞の感想を言っ

てくれました。

　また、絵をかくのが好きな中川さんは、「来年も入賞でき

るように頑張りたいです」と張り切っていました。

　遠賀町出身の歌手が、新たに誕生しました。平成20年11月

18日にデビューした南波志帆さんです。歌やダンスだけでな

く、学校の成績も優秀な南波さんは、遠賀中学校に通ってい

る現役中学生。春からは、東京の高等学校に通いながら芸能

活動を行っていくそうです。

　平成20年12月５日には、デビュー作のＣＤを手に、木村隆

治町長を表敬訪問しました。

　木村町長は、「現在の人たちは、夢や希望を求めていると

思います。南波さんがそういった人たちのことを思いながら

歌ってくれたら、きっと心に響くと思いますよ」とエールを

送りました。

　それを受けて南波さんは、「私は、これまで夢はかなうと

思いながら頑張ってきました。今度は、私が皆さんに夢を与

えられるように頑張りたいと思います。そして、大好きな遠

賀町をアピールしていきたいです」と、大きな瞳をキラキラ

と輝かせながら話をしてくれました。

　南波さんのこれからの活躍をみんなで応援しましょう。

　遠賀町健康福祉まつりのアトラクションにも参加している

ＮＰＯ法人「障がい者ＹＹくらぶ」の皆さんが、赤い羽根バッ

ジデザインで特別賞を２年連続受賞しました。遠賀町からは、

竹森絵梨香さん（鬼津）と山田亜季さん（田園北）が作品作

りに参加していて、今回の受賞をとても喜んでいました。

　取材に訪れた平成20年11月23日は、浅木地区に借りている

畑で芋や大根など、収穫の真っ最中。理事長の吉田博恵さん

に話を聞くと「２年連続受賞できて、

とてもうれしいです。次は特賞を目指

すために、みんな意気込んでいます」

と抱負を語ってくれました。



　平成20年11月30日、基山町総合体育館（佐賀県）で行われ

た「第２回全九州小学生男子選抜バレーボール大会」で、遠

賀町のバレーボールチーム「島門ジュニア」が見事優勝しま

した。

　平成20年12月３日には、優勝報告のため木村隆治町長を訪

れました。監督の宮原征四郎さんは、「次は、全国大会を目

指します」と、力強く語ってくれました。

　また、島門ジュニアの皆さんは、木村町長から「優勝して

うれしかったでしょう？」と尋ねられると、元気良く「は

い！」とチームみんなで答えていました。この一体感が、チー

ムを優勝に導いたのでしょうね。

　平成20年11月26日、島門小学校と浅木小学校、そして遠賀

中学校の特別支援学級の児童・生徒と保護者たちが「いのち

のたび博物館」（北九州市八幡東区）で交流遠足を行いました。

この交流遠足は、遠賀町の特別支援学級が３校に増えたこと

を受け、島門小学校の藤川哲也校長がお互いの交流を目的に

計画し、今回実現しました。

　参加した児童・生徒たちは、お互いに交流できて、とても

楽しめたようです。また、保護者も「子どもたちの成長を実

感することができました。これを機会に、もっとたくさんの

人たちに、特別支援学級のことを知ってもらいたいと思いま

す。また是非、参加したいです」と大満足だったようです。

　遠賀町の朗読ボランティア「結の会」が、平成20年11月19

日に遠賀町立図書館で朗読発表会を行いました。

　今年は、「名作をたずねて」をテーマに、「杜子春」「まんじゅ

うこわい」「よだかの星」の３作品を朗読しました。「結の会」

の皆さんが行う朗読は、ＢＧＭを効果的に使い、感情を込め

て読んで行くため、目を閉じて聞いていると、本の中の情景

を思い浮かべることができます。

　朗読会の最後には、「結の会」

の皆さんが思い出に残っている

本をそれぞれ紹介し、本の楽し

さを伝えていました。

　平成20年12月９日、広渡小学校５年生５人が、国語と社会

の研究で遠賀町役場を訪れました。

　児童たちは、木村隆治町長から「遠賀町の水利権」、そして

まちづくり課の職員からは「れんげ・菜の花米」について説

明を受け、その内容や経緯などを質問しながら、熱心にメモ

を取っていました。

　また、ＪＡおんが青年部の皆

さんから、ＪＡで取り組んでい

る「地産地消」の資料をもらう

と「勉強に役立てます」と大喜

びの様子でした。



　平成20年12月４日、遠賀町中央公民館で「人権週間講演会」

が行われました。今回は、古野陽一さん（「子どもが未来」代

表）に「ケータイ・ネットから子どもを守ろう〜いま大人が

しなければならないこと〜」の演題で講演してもらいました。

　古野さんは、「最近、携帯電話やパソコン、ゲーム機器な

どを使ったインターネットやゲームなどに依存してしまい、

自分を制御できなくなっている子どもが増えています。もし、

子どもが携帯電話などを欲しがった場合は、親子でまず話し

合いをしてください。その話し合いの中から、使用時間など

のルールを決め、大人が責任を持って子どもを見守ることが

大切です」と話をしてくれました。

　小雨がぱらついていた平成20年11月16日、芦屋競艇場（芦

屋町）で「第43回遠賀・中間地区農業祭」が行われました。

　会場では、新鮮な野菜や海産物の販売コーナーを始め、出

店や金魚すくい大会など、お客さんの目を引く内容が盛りだ

くさん。遠賀町のブースでは、米の消費拡大コーナーで特産

米「れんげ・菜の花米」の試食会も行われ、遠賀町のお米を

味わおうと長蛇の列ができていました。

　この日は、農畜産物共進会の表彰も行われ、遠賀町からは

５人が受賞しました。

【優秀賞】

【優良賞】

　平成20年12月６日、遠賀町中央公民館で「男性料理教室」

が行われました。この日は、料理に興味がある20人の男性が

参加し、遠賀町食生活改善推進会（食進会）の皆さんから料

理を教わっていました。

　この日の料理は、「きりたんぽ風鍋とアボガドの合え物」「り

んごのはちみつコンポート」「にんじんのからし甘酢合え」「ピー

ナッツいりこ」の４品。参加者は、料理に自信がある人や料

理をほとんどしたことがない人など様々でしたが、みんなで

競争をしているかのように、料理を作っていました。

　料理が完成すると、皆さん自分の料理に大満足の様子。家

でも是非チャレンジして見てくださいね。

品名
麦

赤シソ

受賞者
池田　紀樹さん（若松）
二村　義信さん（鬼津）

品名
ブロッコリー

春菊

受賞者
高崎　千里さん（老良）
村田　照子さん（木守）
中西　孝一さん（尾崎）

①遠賀町の農産物販売コーナー

②れんげ・菜の花米の試食会

③農畜産物共進会受賞作品の展示

④金魚すくい



　平成20年12月14日に、「わんぱく教室」が遠賀コミュニティー

センターで行われました。この日は、日曜日ということもあっ

て、会場にはたくさんの親子が集まり、ひと足早いクリスマ

スを楽しみました。

　クリスマスと言えば、あの人の存在を忘れてはいけません。

そう、赤い服に白いひげ、大きな袋を持ったサンタクロース

です。元気いっぱい遊んでいる遠

賀町の幼児のために、たくさんの

プレゼントを持ってやって来ました。

　プレゼントを手渡された幼児た

ちはとてもうれしそうでしたよ。

　平成20年12月９日、遠賀町ふれあいの里で行われた「すく

すくクッキング」。この日は、４組の親子が参加し、「おろし

れんこんの揚げ物」「人参の炒めもの」「豆乳入り酒かす汁」

の３品を作りました。

　「すくすくクッキング」では、大人用の料理を作りながら

離乳食を作ります。お母さんたちは、赤ちゃ

んに食べさせる量を調べると、その量が予

想よりも多いのに驚いていました。

　一生懸命作った料理を赤ちゃんがおいし

そうに食べる姿は、お母さんたちの苦労を

癒してくれる何よりのご褒美になりました。

　平成20年12月7日、ふれあいの里センターで「65歳のつどい」

が行われました。

　この「65歳のつどい」は、65歳を人生の一つの節目として、こ

の機会に自分を見つめ直してもらおうと行われています。この

日は、松永大和さん（福岡医療福祉専門学校講師）による講演「老

いから学ぶもの」や体成分分析などの健康測定が行われ、これ

から健康に過ごすために、自分の心

と体の再確認をしていました。

　また、健康食を囲んでの懇親会で

は、旧友たちとの話に盛り上がって

いました。

　冷たい風が吹いていた平成20年12月７日、「町並みクリーン

作戦」が行われました。

　今回もたくさんの人が参加し、約１時間遠賀町内に落ちて

いるごみを拾いました。特に国道３号線の側道付近には、空

き缶やたばこの吸い殻などが多く捨てられていて、手に持っ

たビニール袋がいっぱいになっていました。

　この日回収されたごみは、もえ

るごみ18袋、ビン・カン５袋、そ

してもえないごみが３袋。このご

みがなくなるように、きれいな町

づくりを目指しましょう。



※役場と遠賀町の施設へのお問い合わせ電話番号は「くらしの情報」に掲載しています。

　
昨
年
、
遠
賀
町
で
発
生
し
た
子
ど
も

や
お
年
寄
り
を
狙
う
犯
罪
は
、
２
年
前

の
同
じ
時
期
と
比
べ
る
と
35
％
も
減
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
域
の
皆
様
や
各

団
体
の
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
犯
罪
が
無
く
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
ま

だ
注
意
が
必
要
で
す
。

　
犯
罪
を
無
く
す
近
道
は
、
地
域
の
声

か
け
運
動
を
充
実
さ
せ
、
不
審
者
情
報

を
地
域
か
ら
役
場
や
警
察
に
早
く
通
報

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
や

不
幸
な
事
件
、
地
震
な
ど
の
災
害
の
と

き
は
、
力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
こ
れ
に
は
普
段
か
ら
の
良
好
な

地
域
力
の
確
立
が
重
要
で
す
。

　
地
域
力
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
地

域
内
の
色
々
な
状
況
を
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
で
は

﹁
個
人
情
報
保
護
法
﹂
の
た
め
、
子
ど

も
や
お
年
寄
り
が
ど
の
家
庭
に
住
ん
で

い
る
の
か
情
報
を
公
開
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
犯
罪
や
災
害
な
ど
に
立
ち
向

か
う
に
は
、
地
域
が
密
接
に
良
好
な
関

係
作
り
を
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
力
向
上
の
た
め
に
多
く
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
木
村
　
隆
治



天
野
　
玲
子
選
　

枯
れ
木
に
は
枯
れ
木
の
風
情
と
安
ら
ぎ
て

霜
お
く
髪
を
梳
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
道
ヨ
シ
ノ

早
朝
の
ベ
ッ
ト
よ
り
下
す
足
裏
に

板
間
ひ
ん
や
り
霜
月
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
キ
ミ

秋
さ
や
か
土
手
の
傾
り
の
草
ぐ
さ
の

花
に
心
を
惹
か
れ
つ
つ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
　
房
江

池
田
　
幸
利
選
　

秋
高
し
山
の
回
転
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
冨
　
盈
子

秋
蝶
や
峡
日
だ
ま
り
の
札
所
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
美
保
子

バ
ス
降
り
し
そ
の
一
歩
よ
り
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
貢

岸
原
　
清
行
選
　

日
記
書
く
ひ
と
り
の
居
間
や
小
夜
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
京
子

飼
ひ
猫
の
癖
を
語
る
や
漱
石
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
成
　
慶
子

山
里
の
家
並
音
な
し
柿
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
野
八
代
子

　「野球をやっている

か」失踪した父から少

年のもとに葉書が届く。

父の願いをかなえるべ

きか、野球を嫌悪する

母に従うべきか…。

　依頼者が望む以上の

ものを造る建築家の笠

井。そこに足を踏み入

れた者は建物がまとう

異様な空気に酔いしれ

ていく。

　頑固で、理屈っぽく

て、皮肉屋で、村はず

れの家に犬と住んでい

るトランプおじさんは、

動物とおしゃべりがで

きる力を持っていた。

　妙な小屋を屋上に背

負った魚屋「魚春」な

ど、東京の小さな商店

街と、そこを行き交う

人々の平穏な日々にあ

る、あやうさと幸福。

　釈迦、ヘーゲルなど

古今東西の思索者たち

は、死をいかに考え、ど

んな言葉で語ったか。

池田晶子による、死か

ら始まる生の考察。

　苦手な作文が宿題に

出されたビースト。悪

い点を取ったら、また

落第だ。でも、誰のこと

を書けばいいのか、まっ

たく思いつかず…。



●
と
き

　
１
月
15
日
︵
木
︶

［
受
付
］

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児

●
内
容

　
保
育
士
と
の
親
子
遊
び
・
幼
児
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
言
葉

　
や
こ
こ
ろ
の
発
達
相
談
︵
要
予
約
︶

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き

　
１
月
20
日
︵
火
︶

［
受
付
］

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児

●
内
容

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
計
測
、

　
保
健
師
に
よ
る
育
児
相
談

●
費
用
　
無
料
　

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
弱
っ
た
乳
歯
を
早
め
に
見
つ
け
、
正

し
い
歯
み
が
き
の
方
法
な
ど
で
、
元
気

な
乳
歯
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

　
１
月
27
日
︵
火
︶

［
受
付
］

　
▽
前
半
　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分

　
▽
後
半
　
午
後
１
時
30
分
〜
１
時
40
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
▽
平
成
18
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
に

　
　
生
ま
た
幼
児

　
▽
前
回
欠
席
者
と
２
回
目
、
３
回
目

　
　
の
人

●
内
容

　
歯
科
集
団
指
導
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ

　
素
塗
布
︵
希
望
者
︶、
育
児
相
談
︵
希

　
望
者
︶

●
費
用
　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル

※
フ
ッ
素
塗
布
が
２
回
目
以
降
の
人
は
、

　
歯
ブ
ラ
シ
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。



　
自
分
の
住
所
や
氏
名
、
よ
く
使
う
詞

︵
お
祝
い
・
寸
志
な
ど
︶
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

　
２
月
４
日︵
水
︶か
ら
３
月
18
日︵
水
︶

　
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
２
月
11
日
︵
祝
︶
は
除
き
ま
す
。

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象

　
遠
賀
町
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

●
内
容

　
小
筆
を
使
っ
た
普
段
書
く
機
会
が
多

　
い
文
字
な
ど
の
練
習

●
定
員
　
15
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
す
。

●
費
用
　
１，
０
０
０
円

●
締
め
切
り

　
１
月
22
日
︵
木
︶

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

　
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　
２
月
15
日
︵
日
︶

　
午
前
９
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
チ
ー
ム
編
成

　
女
性
の
部
、
男
性
の
部
︵
混
合
可
︶

　
各
４
人
〜
８
人

●
そ
の
他

　
▽
監
督
会
議
を
２
月
９
日
︵
月
︶
午

　
　
後
７
時
か
ら
行
い
ま
す

　
▽
参
加
チ
ー
ム
に
は
、
遠
賀
体
育
セ

　
　
ン
タ
ー
の
１
コ
ー
ト
を
練
習
用
に

　
　
貸
し
出
し
ま
す

※
大
会
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
７

　
時
30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
で
す
。

●
締
め
切
り

　
１
月
23
日
︵
金
︶
午
後
５
時

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
町
体
育
協
会

　
☎
︵
２
９
３
︶
５
４
３
４

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
食
品
加
工
教

室
で
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
、
こ
の
機

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

　
２
月
７
日
︵
土
︶、
14
日
︵
土
︶

　
午
前
９
時
〜
正
午

※
２
日
間
の
教
室
に
な
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
高
等
学
校

●
対
象

　
15
歳
以
上
の
人
で
、
食
品
加
工
が
初

　
心
者
の
人

●
内
容

　
キ
ウ
イ
ジ
ャ
ム
、
玄
米
パ
ン
、
チ
ー

　
ズ
パ
ン
、
ベ
ー
コ
ン
パ
ン
作
り

●
定
員
　
20
人
︵
未
受
講
者
優
先
︶

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
す
。

●
費
用
　
１，
０
０
０
円

●
締
め
切
り

　
１
月
23
日
︵
金
︶・
必
着

●
申
し
込
み
方
法

　
往
復
は
が
き
に
、
住
所
︵
郵
便
番
号
︶、

　
氏
名
︵
フ
リ
ガ
ナ
︶
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
お
よ
び﹁
食
品
作
り
受
講
希
望
﹂

　
と
朱
書
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
に
は
、
必
ず
表
に
住

　
所
︵
郵
便
番
号
︶
、
氏
名
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
８
１
１

４
３
３
２

　
遠
賀
町
大
字
上
別
府
２
１
１
０
番
地

　
遠
賀
高
等
学
校

　
☎
︵
２
９
３
︶
１
２
２
５

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。



●
と
き

　
▽
甲
種
新
規
講
習

　
　
２
月
12
日
︵
木
︶、
13
日
︵
金
︶

※
２
日
間
の
講
習
に
な
り
ま
す
。

　
▽
乙
種
講
習

　
　
２
月
12
日
︵
木
︶

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
郡
消
防
本
部

●
対
象

　
防
火
管
理
が
必
要
な
事
業
所
の
関
係

　
者
ま
た
は
業
務
上
防
火
管
理
の
知
識

　
が
必
要
な
人

●
定
員
　
各
50
人
︵
先
着
順
︶

●
費
用

　
▽
甲
種
　
３，
９
０
０
円

　
▽
乙
種
　
２，
２
０
０
円

※
い
ず
れ
も
テ
キ
ス
ト
代
を
含
み
ま
す
。

●
締
め
切
り

　
２
月
６
日
︵
金
︶

●
申
し
込
み
方
法

　
受
講
申
込
書
と
写
真
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
︵
２
９
３
︶
８
１
２
５

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
、
歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯
科
技
工

士
は
、
２
年
ご
と
に
届
出
票
の
提
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

●
対
象

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

　
護
師
、
歯
科
衛
生
士
お
よ
び
歯
科
技

　
工
士
で
、
当
該
免
許
に
か
か
る
業
務

　
に
従
事
し
て
い
る
人

●
調
査
基
準
日

　
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在

●
そ
の
他

　
届
出
票
は
、
各
保
健
福
祉
環
境
事
務

　
所
と
各
保
健
所
に
準
備
し
て
い
ま
す

※
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
締
め
切
り

　
１
月
15
日
︵
木
︶

●
申
し
込
み

　
▽
勤
務
地
の
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
▽
北
九
州
市
、
福
岡
市
、
大
牟
田
市
、

　
　
久
留
米
市
の
各
保
健
所

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
保
健
医

　
　
療
指
導
課

　
　
☎
０
９
２
︵
６
４
３
︶
３
２
３
７

　
▽
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　h

ttp
://w

w
w

.p
ref.fu

k
u

o
k

a.lg.jp

　
職
場
で
の
い
じ
め
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労
働
問
題
を
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
と
き

　
１
月
28
日
︵
水
︶、
29
日
︵
木
︶

　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

●
と
こ
ろ

　
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
︵
北
九
州

　
市
小
倉
北
区
︶

●
内
容

　
労
働
福
祉
事
務
所
職
員
に
よ
る
労
働

　
相
談

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
弁
護
士
か

　
ら
の
助
言
も
あ
り
ま
す
。

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

　
電
話
相
談
も
あ
り
ま
す

　
☎
０
９
３
︵
５
９
２
︶
３
５
１
６

●
問
い
合
わ
せ

　
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
　

　
☎
０
９
３
︵
５
９
２
︶
３
５
１
６

　福岡県社会福祉協議会では、福祉の職場を希望する人、

福祉に関心がある人などを対象に、「福祉の職場　合同

就職面談会」を開催します。求人情報がある社会福祉

施設などが参加し、個別に面談を行います。

　また、福祉に関する資格や就職相談なども行います。

●と　き　２月６日（金）午前10時30分〜午後４時

［受付］　午前10時〜午後３時

●ところ　クローバープラザ（春日市）

●対　象

　▽社会福祉施設などへの就職希望者

　▽平成21年３月末卒業予定の学生

●内　容　

　▽社会福祉施設などと求職者との面談コーナー

　▽福祉関係資格相談コーナー

　▽求職相談コーナー

　▽母子家庭など求職相談コーナー

　▽授産施設（SELP）商品の展示販売コーナー

※面談を希望する人は、履歴書を複数用意してください。

●費　用　無料

●その他

　生後５か月から就学前までの託児があります

※１月20日（火）までに予約してください。

●託児予約・問い合わせ

　福岡県社会福祉協議会　人材・情報課

　☎０９２（５８４）３３１０

　http://www.fukushi-work. jp

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。



　
借
金
返
済
の
相
談
だ
け
で
な
く
、
必

要
に
応
じ
て
相
談
内
容
を
引
き
継
い
だ

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
を

紹
介
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日

　
▽
午
前
９
時
〜
正
午

　
▽
午
後
１
時
〜
５
時

※
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
財
務
支
局

　
☎
０
９
２
︵
４
１
１
︶
７
２
９
１

　h
ttp

://w
w

w
.m

o
f-fu

k
u

o
k

a.go
.jp

/

　taju
saim

u

　
出
産
や
育
児
、
介
護
な
ど
で
い
っ
た

ん
仕
事
を
辞
め
た
女
性
が
、
ス
ム
ー
ズ

に
再
就
職
で
き
る
よ
う
に
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。

●
と
き

　
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
と
こ
ろ

　
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
︵
北
九
州

　
市
小
倉
北
区
︶

●
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
９
３
︵
５
７
１
︶
６
４
４
０

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

　
出
張
相
談
会
も
行
っ
て
い
ま
す

︻
行
橋
市
会
場
︼

　
▽
と
き

　
　
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
▽
と
こ
ろ

　
　
ウ
ィ
ズ
ゆ
く
は
し
︵
行
橋
市
︶

︻
中
間
市
会
場
︼

　
▽
と
き

　
　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
▽
と
こ
ろ

　
　
中
間
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
　
タ
ー
︵
中
間
市
︶

※
事
前
予
約
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所

　
☎
０
９
３
︵
５
９
２
︶
３
５
０
７

　
電
気
設
備
や
消
防
設
備
な
ど
の
知
識

と
技
能
を
身
に
つ
け
、
関
連
分
野
で
の

就
職
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
試
験
日

　
２
月
10
日
︵
火
︶

●
と
こ
ろ

　
八
幡
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
︵
北
九
州
市
八
幡
西
区
︶

●
対
象

　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
し
込

　
み
を
し
て
い
る
概
ね
35
歳
未
満
の
人

●
定
員
　
15
人

●
締
め
切
り

　
１
月
30
日
︵
金
︶

●
申
し
込
み

　
八
幡
公
共
職
業
安
定
所
︵
北
九
州
市

　
八
幡
西
区
︶

　
☎
０
９
３
︵
６
２
２
︶
５
５
６
６

●
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
３
︵
６
４
１
︶
６
９
０
９

●
募
集
科
・
試
験
日
な
ど

︻
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
科
︼

　
▽
試
験
日

　
　
２
月
25
日
︵
水
︶

　
▽
対
象

　
　
高
卒
以
上
30
歳
以
下
の
人
　

　
▽
定
員
　
20
人

︻
溶
接
科
・
機
械
科
︼

　
▽
試
験
日

　
　
２
月
27
日
︵
金
︶

※
離
転
職
者
は
、
２
月
26
日
︵
木
︶
に

　
行
い
ま
す
。

　
▽
対
象

　
　
中
卒
以
上
の
人
と
離
転
職
者

　
▽
定
員
　

　
　
・
溶
接
科
　
30
人

　
　
・
機
械
科
　
20
人

︻
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
︼

　
▽
試
験
日

　
　
３
月
４
日
︵
水
︶

　
▽
対
象

　
　
新
規
学
卒
者
を
除
く
、
離
転
職
者

　
　
な
ど

　
▽
定
員
　
20
人

●
と
こ
ろ

　
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校
︵
北
九
州
市

　
戸
畑
区
︶

●
締
め
切
り

　
２
月
20
日
︵
金
︶

●
そ
の
他

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
行
い
ま
す

　
▽
と
き

　
　
１
月
21
日
︵
水
︶
、
28
日
︵
水
︶
、

　
　
２
月
４
日
︵
水
︶

　
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
10
時

　
ま
で
で
す
。

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
３
︵
８
８
２
︶
４
３
０
６

　h
ttp

://w
w

w
5.o

cn
.n

e.jp
/~

to
b

ata/

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。
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こ
の
広
報
誌
は
環
境
な
ど
に
配
慮
し
、再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　福岡県では、県道直方芦屋線の広渡交差点に

おける交通渋滞を解消するため、交差点改良工

事を行います。この工事のため、芦屋から中間

方面に向かって通行止めになります。

　ご迷惑をおかけしますが、皆さんのご理解と

ご協力をお願いします。

●一方通行規制期間

　１月上旬〜２月下旬

●一方通行規制区間

　中間から芦屋方面に向かっては通行できます

●問い合わせ

　福岡県北九州土木事務所道路課交通安全係

　☎０９３（６９１）２７６６


